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When 　a　SSTO 　is　tlying　in　hypersollic，　the　thcrmal　protection　comes 　to　a　key　issue．　The 　reliab ］e　data　ofa 　heat　flux　in　a

cavity 　which 　is　uscd 　in　dcsign　donlt　exist．　In　thjs　study ，　the　distribut正on 　of 　tlle　heat　flux　in　a　cavity 　is　experimentally

invcstigated　by　coaxial 　thermocouples 　at　a　hypersonic　speed （M 。。；8，1），　In　the　case 　of　the 　ca 、・ity　without 　a　step ，　thc

flow　fleld　is’，Open　Cavity”．　In　this　case ，　a　circulation 　region 　is　formed　in　thc　cavity ，　Hewever，　in　the　case 　ofthe 　cavity

w “h　a　step ，　it　 is　 found　from　the　 resu ！ts　 that　 two 　 circulation 　 regions 　 are 　formed　in　the　 cavity 　 and 　the　heat　flux

dig．tributlon　is　different　from　that　ofthe 　cavity 　withoL1t 　a　step ．

1，緒論

　SSTO （単段宇宙往還 陶 が極超 盲速 で飛行する時 （軌道投入時

ならびに再 突入 時） に問題 になるの が熱防凌で ある．熱防護には

例え ば タイル の よ うな音「財 を用い るが，こ の 場合，「「滑 に並べ て

設置 で き ない こ とに よ る隙間，個々 の タイ ル 高さの違い に よ るバ

ン プが生 じ，その 表面 に は複雑 な流れが 生 じる．こ の よ うな隙問 ・

バ ン プ を伴う表面上 に おける定 量的な極超音速流れ酬九 は 少なく，
空 力設計 に確 固た る指針 を持た ない とい う現状 が あ る．本研 究 で

は，極超音速飛 行 す る宇 宙往還機 の 熱 防護 タイル の 溝 （Cavity）

周 りの 高熱負荷環境を極超音速風洞を用い て模擬 し，深い Cavity

周 りの 流れ揚お よび Cavity後壁 に段 差が付い て い る場 合の 流れ場

を実験的に解析 し，Cavity内部の 温度分布，空力加熱率を測定 し

た
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Fig，2　空力加熱 率分布

1

2 ，結論

　極超音速飛行する宇由往 還梼の 熱防護タ イ ル の 溝 （Cuvity）周

りの 高熱角打 環境を極超音速厘胴 を用 い て模擬 し，シ ュ リ
ー

レ ン

法を用い た流れ場の 可視化， TSP 計測法を用い た Cav正ty後壁 の

温度分布 の 可視化，口 軸熱電対 を用い た空 力加熱 率分布の 測定に

よ り，極超音速 （M げ 8．1＞に おけ る，CaVity月 りの 流れ揚お よび

Cavity後壁 に段差 が f・」い てい る場 合の 流れ場 を夬 験的に調べ た、

以 下 に，その 結果をま とめ る．

・　 段差 が ない 場合，Cavity両端を閉 じる と CaVity後壁の 縁に 開

　 い た 時よ り強 い 2 次元 的な圧縮渦が発 牛 し，その 位賃 で の ．
』

　 力加熱率は E昇す る．
・　 Cavity後壁 に段 差が ある場 合，形成 され る 2つ の 裾環 の

甲

彡響

　 　に よ り，段 差 が な い 場 合 と
’
：力 加 熱 率 の 分布 が冥 な る．

　 Sep飢 ation 　lhle付近 で は，流れ が熱を運 ぶた め，空力加熱 率が

　 小 さ くな り， H側 か ら の 熱と下 側 か らの 熱 が 合流す る

　 Separation　lineの す ぐ ドで空 力加熱 率が 大 きくなる．
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Fig，【 シ ュ リ
ー

レ ン 可視化 結果
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